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古
く
か
ら
市
宮
津
地
域
に
伝
わ
る
伝
統

行
事
「
お
ん
ご
ろ
ど
ん
」
が
、
１
月
７
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
ん
ご
ろ
」
と
は
モ
グ
ラ
の
こ
と
。

ワ
ラ
に
縄
を
巻
い
た
長
さ
約
９０
セ
ン
チ
の

横
槌
（
よ
こ
づ
ち
）
と
呼
ば
れ
る
棒
で
地

面
を
叩
き
、
モ
グ
ラ
を
追
い
払
い
、
豊
作

を
祈
願
す
る
農
耕
神
事
で
す
。

宮
ノ
口
地
区
の
小
学
生
ら
７
人
は
、
午

後
６
時
か
ら
横
槌
を
持
っ
て
「
お
ん
ご
ろ

ど
ん
、
う
ち
に
か
（
家
に
い
る
の
か
）。

横
槌
ど
ん
の
お
ん
ま
い
じ
ゃ
（
お
見
舞
い

だ
）。
お
お
ま
け
お
ま
け
、
も
う
ひ
と
つ

お
ま
け
。
お
ま
け
の
お
ま
け
」
と
『
モ
グ

ラ
う
ち
お
く
り
の
歌
』
を
歌
い
な
が
ら
、

昼
間
に
降
っ
た
雪
が
残
る
家
の
軒
先
を
力

い
っ
ぱ
い
叩
い
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

け
ん
玉
や
あ
や
と
り
遊
び

介助犬にご理解を 介助犬にご理解を 
介
助
犬
ア
ト
ム
と
一
緒
に
、
車
い
す
で

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う

こ
と
に
な
っ
た
館
林
千
賀
子
さ
ん
の
こ
と

は
、
先
月
の
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
ア
ト
ム
と
２
人
３
脚
で

の
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
介

助
犬
へ
の
理
解
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
、
館
林
さ
ん
が
安
心
し
て
学
生

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
行
政
機
関
や
関

係
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
介
助
犬
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 関

西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
…
奈
良
・
東
大
寺
二

月
堂
で
３
月
１
日
か
ら
２
週
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
る

「
お
水
取
り
」。
そ
の
中
で
か
ご
松
明
と
し
て
使
わ
れ

る
真
竹
を
京
田
辺
市
か
ら
東
大
寺
ま
で
送
り
届
け
る

「
竹
送
り
」（
＝
写
真
）
が
２
月
１１
日
に
市
内
で
行
わ

れ
ま
す
。

「
有
名
な
行
事
に
使
っ
て
頂
け
る
な
ら
喜
ん
で
寄

進
し
よ
う
」
と
昭
和
５３
年
に
山
城
松
明
講
の
み
な
さ

ん
に
よ
っ
て
約
４０
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
根
が

付
い
た
ま
ま
掘
り
出
し
た
真
竹
を
約
７
r
に
切
り
揃

え
、
肩
に
担
い
だ
り
、
大
八
車
な
ど
を
使
っ
た
り
し

て
昔
な
が
ら
の
方
法
で
東
大
寺
ま
で
届
け
ま
す
。

ど
な
た
で
も
寄
進
竹
を
担
ぐ
事
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
＝
２
月
１１
日
（
建
国
記
念
の
日
）

時
間
・
場
所
・
内

容
＝
▼
午
前
８
時
・
天

王
バ
ス
停
付
近
・
寄
進

竹
の
掘
り
出
し
▼
９

時
・
大
御
堂
観
音
寺
・

道
中
の
安
全
祈
願
▼
１０

時
・
奈
良
坂
・
寄
進
竹

を
大
八
車
に
乗
せ
替
え

東
大
寺
へ
▼
正
午
ご

ろ
・
二
月
堂
・
寄
進

ま
ち
で
館
林
さ
ん
と
、『
介
助
犬
』
と
書

か
れ
た
か
ば
ん
を
背
負
っ
て
い
る
ア
ト
ム

を
見
か
け
た
ら
温
か
い
気
持
ち
で
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、
彼
女
が
困
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
」

と
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

介
助
犬
へ
の
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

安心して学生生活を送るために

東大寺へ竹送り

雪
が
残
る
軒
先
で
力
い
っ
ぱ
い
横
槌
を
振
り
下
ろ
し
モ
グ
ラ
を
追
い
払
う
（
宮
ノ
口
地
区
）

北部住民センターが高齢者を
対象に開催している「大住ふれ
あい大学」受講生のみなさんが
１月１９日に大住小学校を訪問。
子どもたちといっしょに「けん
玉」や「だるまおとし」「あや
とり」など昔遊びをして、楽し
い一時を過ごしました。
今回は、大住小学校の「ふる

館林さん

介
助
犬
は
現
在
、
ア
ト
ム
を
含
め
て
全

国
に
１０
数
頭
い
る
だ
け
。
法
的
に
認

知
さ
れ
全
国
で
８
０
０
頭
あ
ま
り
い

る
盲
導
犬
と
は
、
社
会
的
認
知
度
や

理
解
度
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
同
伴
が
認
め
ら

れ
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
に
つ
い
て
、
国
か
ら

理
解
を
求
め
る
通
知
が
出
さ
れ
て
い

る
盲
導
犬
と
比
べ
、
介
助
犬
が
交
通

機
関
な
ど
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
介
助
犬
ご
と
に
試
験
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
制
限
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。

４
月
か
ら
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に

通
う
館
林
千
賀
子
さ
ん
と
介
助
犬
の
ア
ト
ム

介
助
犬
メ
モ 

さと体験学習」と併せて開かれ
たもので、同大学の受講生３２
人と１年生５３人が参加。
子どもたちは昔遊びがめずら
しいのか、興味津々にお年寄り
から遊びのコツを教えてもら
い、「おもしろい。また、家で
遊びたい」と笑顔で話していま
した。

おんごろどんで
モグラを追い払う
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児
童
手
当
の

振
込
確
認
を

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
（
公
務
員
を
除
く
）
は
、

２
月
期
分
（
平
成
１２
年
１０
月
〜

１３
年
１
月
）
が
２
月
９
日
〜
１６

日
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

申
請
さ
れ
た
銀
行
口
座
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
市
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

月 日  場 所

松井公民館 

京都やましろ農協大住支店 

松井ケ丘公民館 

健康村公民館 

3月15日� 

3月16日� 

3月21日� 

草内公民館 

健康ケ丘公民館 

新興戸公民館 

飯岡公民館 

高木公民館 

京都やましろ農協三山木支店 

江津公民館 

大住ケ丘第2公民館 

新田辺東住宅公民館 

東田辺公民館 

一休ケ丘公民館 

薪公民館 

北部住民センター 

府営田辺団地第2集会所 

田辺公民館 

13：30～15：00

9：00～11：00

9：00～10：00

15：00～16：00

15：00～16：00

13：30～14：30

9：00～11：00

10：30～11：30

9：00～10：00

10：30～11：30

時 間

10：30～11：30

13：30～15：00

13：30～14：30

9：00～10：00

3月27日� 

3月23日� 

3月22日� 

13：30～14：30

10：30～11：30

9：00～10：00

15：00～16：00

10：00～11：30京都やましろ農協普賢寺支店 3月28日� 

13：30～15：00

■交通災害共済加入の出張受付日程 

※
�
支
払
賃
金
を
最
低
賃
金
と
比
較
す
る
場
合
、
精
・
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
休
日
・

深
夜
手
当
、
賞
与
な
ど
は
除
外
し
ま
す
。 

�
基
幹
的
労
働
者
と
は
、「
一
般
的
に
は
当
該
産
業
に
特
有
の
ま
た
は
主
要
な
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
」
を 

い
い
ま
す
。 

�
自
動
車（
新
車
）小
売
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
1
月
19
日
ま
で
は
自
動
車
小
売
業
の
最
低
賃
金
額
が
適
用

さ
れ
、
平
成
13
年
1
月
20
日
か
ら
自
動
車（
新
車
）小
売
業
最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

船舶製造・修理業、舶用機関
製造業 

H12.12.16F314 6,277 786

5,926
I571 

（I5714 
を除く） 

H9.12.21
自動車小売業 
（新車、中古車、自動車部分品・
附属品小売業） 

741

5,971I5711 746自動車（新車）小売業 H13.1.20

743154

各種商品小売業 
（衣・食・住にわたる商品を
一括して一事業所で小売りを
する事業所） 

H12.12.165,931

786

輸送用機械器具製造業 
（自動車・同附属品、鉄道車
両、同部分品、航空機・同附
属品、その他の輸送用機械器
具製造業） 

H12.12.166,277

F311 

F312 

F315 

F319

発 効 日産 業 別 最 低 賃 金 の 件 名  産業分類 日額（円） 時間額（円） 

 F193 H12.12.16印刷業 
（謄写印刷業を除く） 

7536,012

F30電気機械器具製造業 6,176 H12.12.16773

6,253 H12.12.16

金属製品製造業 
（金属素形材製品、ボルト・
ナット・リベット・小ねじ・
木ねじなど製造業） 

786

 F285 
（F2853 
を除く） 
F288

6,275

一般機械器具製造業 
（金属加工機械、繊維機械、
特殊産業用機械、一般産業用
機械・装置、事務用・サービ
ス用・民生用機械器具製造業） 

H12.12.16

 F294 
F295 
F296 
F297 
F298

785

〈京都府の最低賃金一覧表〉 

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
加

入
し
て
い
た
だ
く
「
交
通
災
害

共
済
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
交
通
事
故
で
加
入
者

が
負
傷
や
死
亡
し
た
と
き
、
最

高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
＝
本
市
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人

加
入
掛
金
＝
１
人
４
５
０
円

共
済
期
間
＝
平
成
１３
年
４
月

１
日
〜
平
成
１４
年
３
月
３１
日

受
付
期
間
＝
２
月
１
日
�
〜

３
月
３０
日
�
、
受
付
期
間
後
も

随
時
中
途
加
入
と
し
て
受
け
付

け
ま
す
。（
９
月
末
ま
で
）

申
込
方
法
＝
市
生
活
環
境
課

ま
た
は
三
山
木
福
祉
会
館
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
掛
け
金
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、

戦
傷
病
者
（
第
４
款
傷
ま
で
）

の
人
、
生
活
保
護
家
庭
の
児

童
・
生
徒
、
心
身
障
害
児
童
特

別
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

は
、
掛
金
の
全
額
を
市
が
負
担

し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
証
明

に
な
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

出
張
受
付
＝
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
市
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

万
一
の
事
故
に
備
え
加
入
を

万
一
の
事
故
に
備
え
加
入
を 

 

万
一
の
事
故
に
備
え
加
入
を 

平
成
１２
年
１２
月
２５
日
か
ら
中
小
企
業
信
用

保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
信
用
保
証
制

度
な
ど
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
、
経
営
安
定

関
連
保
証
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
内
容
】

◎
一
般
保
証
に
お
け
る
無
担
保
保
証
の
限

度
額
が
５
千
万
円
か
ら
８
千
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
取
引
先
企
業
の
倒
産
や
自
然
災
害
な
ど

に
対
応
す
る
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
保

証
制
度
「
６

号
・
貸
し
渋

り
」
が
今
年

３
月
末
で
終

了
と
な
り
ま

す
が
、「
７

号
・
破
綻
金

融
機
関
等
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
金
融
環

境
を
考
慮
し
存
続
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

認
定
の
申
請
日
以
前
の
１
年
以
内
に
金
融
取

引
が
必
要
で
す
。）

◎
同
法
の
改
正
を
受
け
、
京
都
府
の
無
担

保
制
度
（
一
般
の
制
度
融
資
や
不
況
業
種
を

対
象
と
し
た
別
枠
融
資
な
ど
）
の
限
度
額
が

現
行
の
５
千
万
円
か
ら
８
千
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
▼
京
都
信
用
保
証
協
会
宇
治

支
所
（
�
４３
・
８
８
２
２
）
▼
府
田
辺
地
方

振
興
局
商
工
課
（
�
６２
・
７
４
０
９
）
▼
市

産
業
振
興
課
（
�
６４
・
１
３
６
４
）

京都府最低賃金を改正 京都府最低賃金を改正  

平
成
１２
年
１０
月
１
日
か
ら
、

京
都
府
最
低
賃
金
の
日
額
が
５

３
７
２
円
、
時
間
額
が
６
７
３

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
下
に
お
け
る
産
業
別

最
低
賃
金
８
業
種
の
う
ち
、
７

業
種
に
つ
い
て
は
平
成
１２
年
２

月
１６
日
付
け
で
改
正
さ
れ
、
自

動
車
（
新
車
）
小
売
業
最
低
賃

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
１３
年
１

月
２０
日
付
け
で
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
す
で
に
改
正
さ
れ
て
い
る

京
都
府
最
低
賃
金
と
あ
わ
せ

て
、
下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
京
都
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
�
０
７

５
・
２
４
１
・
３
２
１
５
）
▼

京
都
南
労
働
基
準
監
督
署
（
�

０
７
５
・
６
０
１
・
８
３
２

１
） 綴

喜
地
区
環
境
浄
化
連
絡
協

議
会
は
綴
喜
地
区
環
境
浄
化
研

修
会
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
１７
日
�
午
後
１

時
３０
分
か
ら
（
受
付
は
午
後
１

時
か
ら
）

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
講
演

テ
ー
マ
＝
「
大
切
な
命
」
み

ん
な
で
支
え
合
う
子
育
て
を
め

ざ
し
て

講
師
＝
京
都
府
宇
治
児
童
相

談
所
所
長
の
工
藤
充
子
さ
ん

問
合
せ
先
＝
市
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

募
集
し
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
京
都
府
第

１１
団
は
、
団
員
募
集
の
説
明
会

を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
の

あ
る
１８
才
以
上
の
人
も
ち
ょ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
１８
日
�
午
後
２

時
か
ら

場
所
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
田
辺
教

会
対
象
児
＝
小
・
中
学
生

問
合
せ
先
＝
上
村
（
�
６３
・

４
５
７
４
）

経
営
安
定
保
証
を
拡
充 

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
平

成
１３
年
度
固
定
資
産
税
の
算
出

の
基
に
な
る
も
の
で
、
特
に
平

成
１２
年
中
に
、
固
定
資
産
の
所

有
権
の
移
動
お
よ
び
地
目
変
更

を
さ
れ
た
所
有
者
は
、
こ
の
機

会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

期
間
＝
３
月
１
日
�
〜
２１
日

�
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

き
ま
す
）。
た
だ
し
、
３
月
１１

日
�
の
み
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
を
除
き
ま
す
）

場
所
＝
市
役
所
税
務
課

必
要
な
も
の
＝
印
鑑
と
本
人

で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
で
き
る

も
の
（
代
理
人
の
方
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
）

【
固
定
資
産
税
等
住
宅
用
地

の
認
定
手
続
き
を
】

土
地
に
対
し
て
の
固
定
資
産

税
な
ど
は
、
小
規
模
住
宅
用
地

等
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
申

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

�

１２
年
中
に
住
宅
を
新
築
さ

れ
た
方

�
１２
年
中
に
既
存
の
店
舗
な

ど
か
ら
住
宅
に
改
築
さ
れ
た
方

問
合
せ
先
＝
市
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
７
）

課税台帳の縦覧 課税台帳の縦覧 

最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

環
境
浄
化
研
修
会
を
開
く

１７
日
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

期間は３月１日～21日

日額5372円、時間額673円に

交通災害共済

固
定
資
産
税

無担保
保 証

８
千
万
円
に
引
き
上
げ

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター）

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

非常勤嘱託職員を募集 

市
教
育
委
員
会
は
、
非
常
勤

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
は
平
成
１３
年
４
月

１
日
以
降
、
採
用
期
間
は
１
年

以
内
で
、
必
要
に
応
じ
て
採
用

期
間
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

水
泳
指
導
員
＝
�
昭
和
２６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、「
日
本
赤
十
字
社
救
急
法

救
急
員
養
成
講
習
会
」
の
講
習

を
修
了
し
、
水
泳
が
で
き
る
人

�
�
以
外
の
人
で
、
昭
和
２６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以

上
を
卒
業
し
、
プ
ー
ル
運
営
業

務
の
経
験
を
有
す
る
水
泳
が
で

き
る
人
（
た
だ
し
、
地
方
公
務

員
法
第
１６
条
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
）

施
設
管
理
事
務
＝
昭
和
１６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以

上
を
卒
業
し
た
人
（
た
だ
し
、

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
）

【
募
集
人
員
】

水
泳
指
導
員
＝
２
人

施
設
管
理
事
務
＝
１
人

【
試
験
日
時
】

２
月
２５
日
�
午
前
９
時
か
ら

【
申
込
方
法
】

市
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
撮
影
後
６
か
月
以
内
の
写

真
（
上
半
身
脱
帽
、
縦
６
�
×

横
５
�
）
を
貼
り
、
卒
業
証
明

書
ま
た
は
卒
業
証
書
の
写
し
を

添
え
て
、
水
泳
指
導
員
�
の
要

件
で
受
験
す
る
場
合
は
、
救
急

員
認
定
証
ま
た
は
受
講
証
の
写

し
を
添
え
て
、
同
課
へ
本
人
持

参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
交
付
・
受
付
期
間
】

２
月
１
日
�

〜
１３
日
�

（
土
・
日
曜
日
、
休
日
は
除
き

ま
す
）
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

市
教
育
総
務
課
（
�
６４
・
１

３
９
１
）

本
年
の
参
議
院
通
常
選
挙

か
ら
同
院
議
員
の
定
数
削
減

と
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表

制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

○
参
議
院
議
員
の
定
数
が

２
５
２
人
か

ら
２
４
２
人

に
削
減
さ
れ

ま
す
。

○
非
拘
束

名
簿
式
に
よ
る
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
で
は
、
候
補
者
名

ま
た
は
政
党
名
の
い
ず
れ
か

を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

各
政
党
の
総
得
票
数
（
候
補

者
個
人
の
得
票
数
を
含
み
ま

す
）
に
よ
っ
て
各
政
党
の
当

選
人
の
数
が
決
ま
り
、
そ
の

な
か
で
得
票
数
の
多
い
候
補

者
か
ら
順
次
当
選
人
と
な
り

ま
す
。

く
わ
し
く

は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会

（
市
総
務
課

内
、
�
６４
・
１
３
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
し
く
み

変
わ
り
ま
す
参
議
院
選
挙

シリーズ39

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
３
月
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
で
行
わ
れ
る
、

代
表
質
問
を
同
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
傍
聴
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。一

人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
明
る
い
未
来
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
上
旬
〜
中
旬
（
く
わ
し
い
日
時
は
、
議
会
の
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

応
募
さ
れ
た
人
に
連
絡
し
ま
す
）

場
所
＝
市
役
所
議
場

対
象
＝
満
１８
歳
以
上
の
人

し
め
き
り
＝
２
月
２８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局
（
市
総
務
課
内
、
�

６４
・
１
３
１
１
）

介
護
保
険
で
は
、
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
に
未
利
用

分
が
あ
る
場
合
、
そ
の
分
を
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
替
え

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
こ
の
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
振
替
利
用
日
数
は
、

要
介
護
度
ご
と
の
支
給
限
度
額

範
囲
内
で
、
１
か
月
あ
た
り
、

最
大
１４
日
が
限
度
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
１３
年
１
月

サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
、
１
か

月
あ
た
り
、
最
大
３０
日
ま
で
拡

大
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
振
替
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
、
ま
た
は
市

介
護
保
険
室
（
�
６４
・
１
３
３

７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 市

は
、
平
成
１３
年
度
「
広
報

き
ょ
う
た
な
べ
」
の
広
告
掲
載

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
も
広
報
紙
を
使
っ
て

お
店
の
広
告
を
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

広
告
の
規
格
＝
縦
６
・
７

�
×
横
４
・
４
�
、
モ
ノ
ク
ロ

掲
載
料
＝
１
回
１
万
円

募
集
す
る
コ
マ
数
＝
▼
１
日

付
け
号
…
３０
コ
マ
▼
１５
日
付
け

号
…
１０
コ
マ
（
い
ず
れ
も
先
着

順
で
受
け
付
け
ま
す
）

申
込
方
法
＝
市
広
報
広
聴
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
掲
載
を
希

望
す
る
広
告
の
原
稿
を
添
え
て

同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
に
つ
い
て
は
、
規
定
に

よ
り
内
容
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

受
付
開
始
日
＝
２
月
５
日
�

く
わ
し
く
は
、
市
広
報
広
聴

課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
指
定
工
事
事
業
所

市
下
水
道
課
は
、
左
表
の
と

お
り
指
定
工
事
事
業
所
を
追
加

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
市
下
水
道
課

（
�
６４
・
１
３
５
３
）

事 業 所 名  所 在 地  

京都市山科区西野山 
桜ノ馬場町12番地の4

八幡市八幡山田6-5

京田辺市三山木見尊田 
2番地の1

電 話 番 号

（075） 
592-9591
（075） 
983-3257

6 3 - 0 4 05

排水設備指定工事事業所（平成12年12月27日現在までの追加指定工事事業所） 

㈱本田設備 

石清水設備工業㈱ 

㈱東建設 

水
道
指
定
工
事
店

市
水
道
部
は
、
次
の
と
お
り

指
定
工
事
店
を
追
加
し
ま
し

た
。指

定
工
事
店
＝
▼
石
清
水
設

備
工
業
㈱
…
八
幡
市
八
幡
山
田

６
番
地
５
（
�
０
７
５
・
９
８

３
・
３
２
５
７
）

問
合
せ
先
＝
市
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

普通救命講習会に参加を 普通救命講習会に参加を 

市
消
防
本
部
は
普
通
救
命
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１０
日
�
午
前
9

時
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
先
着
３０
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
３
月
９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
市
消

防
署
（
�
６３
・
１
１
２
５
）
▼

市
消
防
署
北
部
出
張
所
（
�

６５
・
０
１
１
９
）

水泳指導員と施設管理事務平
成
１３
年
１
月
利
用
分
か
ら

広
告
掲
載
業
者
を
募
集

広
告
掲
載
業
者
を
募
集 

広
告
掲
載
業
者
を
募
集 

月
２
回
掲
載
も
で
き
ま
す

水
道
の
開
・
閉
栓

事
前
に
手
続
き
を

引
越
し
な
ど
に
よ
り
水
道
の

開
・
閉
栓
を
予
定
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
２
〜
３
日
前
ま
で
に

市
水
道
部
業
務
課
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
栓
に
は
開
栓
手
数

料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

北部住民センターで

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
き
ま
す
）

問
合
せ
先
＝
市
業
務
課
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

昨年の講習会（北部住民センター）

短期入所サービス

振
替
利
用
日
数
を
拡
大

振
替
利
用
日
数
を
拡
大 

振
替
利
用
日
数
を
拡
大 

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市明るい選挙推進協議会 市明るい選挙推進協議会 

市広報紙

3月10日
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市
内
の
で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、 

催
し
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く 

だ
さ
い 

　
　
　
京
田
辺
市
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
） 

確定申告はお早めに 
�あなたは所得税、市・府民税の申告の必要がありますか？� 

スタート 
①あなたは、平成12年1月1
日から12月31日までの間に
収入がありましたか？ 
 
ハイ↓②へ 
イイエ↓⑥へ 

�あなたは、サラリーマン
（給与所得者）で毎月の給与
から所得税が源泉徴収されて
いますか？（注１） 
 
ハイ↓③へ 
イイエ↓⑦へ 

③年末調整が正しくできてい
ますか？ 
 
ハイ↓④へ 
イイエ↓�へ 

 
スタートの①から問いに、 
「ハイ」「イイエ」で答え、
その指示に従って進んでくだ
さい。さて、あなたは、�、
�、�どれにあてはまるでし
ょう。 

�年末調整できている給与所
得以外に所得がありますか？ 
 
ハイ↓⑤へ 
イイエ↓�へ 

⑦事業・給与・雑（年金）所
得などの合計額が、所得税の
基礎控除、扶養控除などの所
得控除の合計額を超えました
か？ 
ハイ↓�へ 
イイエ↓�へ 

�どなたかの扶養家族になっ
ていますか？（注２） 
 
ハイ↓�へ 
イイエ↓�へ 

⑤年末調整をしていない給与
所得の金額と給与所得以外の
所得の合計金額が20万円を
超えましたか？ 
 
ハイ↓�へ 
イイエ↓�へ 

　�　　所得税の確定申告が必要です 

　�　　市・府民税の申告が必要です 

　�　　所得税・市府民税とも申告の必要はありません 

（注１） 
給与所得が2000万円を超えている
人、途中退職の人は「ハイ」の方向
へ進んでください。 
 
（注２） 
単身赴任などで京田辺市以外のとこ
ろにお住まいの方の扶養となってい
る場合は「イイエ」へ進んでくださ
い。 

進め方 

所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
１

年
間
の
所
得
金
額
と
そ
の
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
納

税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制

度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

１
年
間
の
所
得
金
額
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
早
め
に
申
告

と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
は
所
得
税
、
市
・

府
民
税
の
申
告
の
必
要
が
あ
る

か
ど
う
か
、
左
図
の
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
で
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。確

定
申
告
が
必
要
な
人
で
、

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

し
ま
す
と
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税

額
の
１５
	
ま
た
は
１０
	
（
不
正

な
行
為
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に

は
４０
	
ま
た
は
３５
	
）
の
割
合

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
も
、

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
・
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が
２０
万
円
以
下
で
あ
る

な
ど
の
た
め
確
定
申
告
を
す
る

必
要
の
な
い
人
で
も
、
還
付
を

受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
に
つ
い
て

も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
２
月
１
日
か
ら
税
務
署

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
宇
治

税
務
署
（
〒
６
１
１
・
０
０
３

３
宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ
尻
６０

の
３
）
へ
同
書
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の
＝
▼
申

告
さ
れ
る
人
の
印
鑑
▼
生
命
保

険
・
損
害
保
険
の
支
払
証
明
書

▼
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
各
種

証
明
書
な
ど
（
収
支
内
訳
書
、

給
与
・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
領
収
書
、
証
明
書
）
▼
還

付
申
告
の
人
は
銀
行
な
ど
の
本

人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の相

談
受
付
期
間
＝
２
月
１６
日

�
〜
３
月
１５
日
�
。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

相
談
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５
時

相
談
受
付
場
所
＝
市
役
所
３

階
３
０
５
会
議
室

く
わ
し
く
は
、
市
税
務
課

（
�
６４
・
１
３
１
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
で
き
る

確
定
申
告
の
内
容
変
更

市
役
所
で
こ
れ
ま
で
受
け
付

け
し
て
い
た
不
動
産
所
得
・
事

業
所
得
（
営
業
な
ど
）
の
あ
る

人
の
確
定
申
告
は
、
税
務
署
で

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

市
役
所
で
受
付
で
き
る
内

容
＝
▼
給
与
所
得
者
で
中
途
退

職
さ
れ
た
人
▼
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
で
年
末
調
整
の
済
ん
で

い
な
い
人
▼
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
ら

れ
る
人
▼
簡
易
申
告
を
さ
れ
る

人
▼
公
的
年
金
の
み
の
人
▼
給

与
と
年
金
両
方
の
所
得
の
あ
る

人
▼
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
人

税
務
署
、
ま
た
は
税
務
署
の

出
張
相
談
で
申
告
し
て
い
た
だ

 

JR高槻駅前または 
阪急高槻駅周辺 

京阪枚方市駅前 

JR東西線　北新地駅
東改札口出て右側へ
６０メートル先 

交　通　手　段 場　所 所 在 地 

なんば戎橋筋商店街
を高島屋側から 
約６０メートル先 

大阪市営地下鉄　 
谷町線　天満橋駅　 
４番出口出てすぐ右側 

大阪市精華学習ル
ーム（元精華小学
校）２０１教室 

近鉄大和西大寺駅前 

大阪駅前第二・第
三ビル前　曾根崎
地下広場 

大阪市中央区谷町
１丁目 

枚方市市民会館 

旧正強高等学校 

総合市民交流 

センター８階 

泉ケ丘センター 
ビル３階 

泉北高速鉄道 
泉ケ丘駅前 

２月７日�～ 
２月２１日� 

２月１日�～ 
２月１５日� 

２月１日�～ 
２月２３日� 

２月１日�～ 
２月２３日� 

期　　間 

キタ会場 

近畿税理士 
会館 

高槻会場 

ミナミ会場 

奈良会場 

堺会場 

枚方会場 

２月１日�～ 
２月２８日� 

還付申告相談センターの日程 く
内
容
＝
青
色
申
告
を
さ
れ
る

人
や
譲
渡
所
得
・
不
動
産
所

得
・
事
業
所
得
（
営
業
な
ど
）

の
あ
る
人
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

ま
た
、
市
役
所
で
判
断
で

き
な
い
事
由
が
生
じ
た
時
は
受

け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
６
）

税
務
署
の
申
告
相
談

宇
治
税
務
署
は
平
成
１２
年
分

の
確
定
申
告
に
関
す
る
説
明
会

や
納
税
相
談
・
税
理
士
に
よ
る

納
税
相
談
を
上
表
の
と
お
り
開

き
ま
す
。

申
告
書
の
郵
送
・
問
合
せ

先
＝
宇
治
税
務
署
（
〒
６
１

１
・
０
０
３
３
宇
治
市
大
久
保

町
井
ノ
尻
６０
の
３
、
�
４４
・
４

１
４
１
）

便
利
な
還
付
申
告
相
談

大
阪
国
税
局
や
近
畿
税
理
士

会
な
ど
は
、
医
療
費
控
除
や
住

宅
取
得
控
除
な
ど
所
得
税
の
還

付
申
告
を
さ
れ
る
人
を
対
象
に

還
付
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
み
な
さ
ん

は
お
勤
め
先
か
ら
も
便
利
な
会

場
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
期
間
＝
左
表
の
と
お

り
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
４
時

問
合
せ
先
＝
市
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
６
）

指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入

指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入 

指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入 

個
人
情
報
の
管
理
を
徹
底

市
は
、
個
人
情
報
の
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
や
税
な
ど
の
市
が
扱
う
デ
ー

タ
が
集
約
さ
れ
て
い
る
市
役
所

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
入
退

室
管
理
に
指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
読
み
と

り
装
置
に
指
を
ふ
れ
る
と
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
指
紋
の
特
徴

と
照
合
し
、
一
致
す
る
と
ド
ア

が
自
動
開
錠
さ
れ
る
仕
組
み
。

磁
気
カ
ー
ド
方
式
な
ど
の
よ
う

に
カ
ー
ド
を
紛
失
す
る
恐
れ
も

な
く
、
確
実
に
本
人
を
特
定
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
き
ま

す
。高

齢
者
や
障
害
者
と
い
っ
た

ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
方
と
関
わ
る

際
の
心
構
え
や
留
意
点
な
ど
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
２２
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
い
こ
い
の
村
梅
の
木
寮
施
設

長
の
大
矢
暹
さ
ん
に
よ
る
講
演

テ
ー
マ
＝
「
人
と
し
て
〜
い

こ
い
の
村
か
ら
〜
」

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
３０
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２

２
）

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
２
月
２７
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
高

齢
者

内
容
＝
色
紙
を
使
っ
て
「
お

ひ
な
さ
ま
カ
ー
ド
」
を
作
り
ま

す
。参

加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２

２
）

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
に

つ
い
て
の
実
態
を
把
握
し
、
消
費
者
の
意
見

を
積
極
的
に
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
消
費
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
活
の
向

上
と
安
定
お
よ
び
自
主
的
活
動
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１３
年
度
の
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま

す
。日

々
の
暮

ら
し
に
身
近

な
モ
ニ
タ
ー
を
し
な
が
ら
、
あ
な
た
の
生
活

を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
の
内
容
＝
①
生
活
物
資
価
格
の
調
査

（
食
料
品
・
隔
月
）
②
そ
の
他
消
費
生
活
に

関
す
る
調
査
③
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
の

収
集
、
意
見
の
提
出
、
研
修
会
へ
の
参
加
④

市
民
ま
つ
り
の
展
示
な
ど
に
参
画

募
集
人
数
＝
１０
人

資
格
・
条
件
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人
①
消
費
者
問
題
に
関
心
が
あ
る
②
市
内

在
住
の
２０
歳
以
上
の
方
③
調
査
店
と
利
害
関

係
の
な
い
方

任
期
＝
平
成
１３
年
４
月
〜
平
成
１４
年
３
月

応

募

方

法
＝
は
が
き

に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話

番
号
、
価
格
調
査
希
望
店
名
を
記
入
し
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
２
月
２３
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
産
業
振
興
課
（
〒

６
１
０
・
０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
６
０)

ゆ
ず
り
ま
す

①
ホ
ー
ム
こ
た
つ
②
勉
強
机

③
レ
ン
ジ
台
（
米
び
つ
付
き
）

④
収
納
引
出
付
き
木
製
シ
ン
グ

ル
ベ
ッ
ト
（
有
料
）
⑤
介
護
用

ベ
ッ
ド

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
産
業

振
興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

子
育
て
サ
ロ
ン

大
住
民
生
児
童
委
員
協
議
会

は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
き
ま

す
。

日
時
＝
２
月
２２
日
�
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
子
育
て
中
の
人
や
妊

婦
さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
大
住
民
生
児
童

委
員
協
議
会
子
育
て
サ
ロ
ン
担

当
　
伊
藤
（
�
６２
・
２
１
９
９
）

社 
協 

よ 
り 

だ 

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2
F
2

情
報
収
集
や
意
見
の
提
出

コンピューター室 
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童
謡
や
唱
歌
を
歌
い
継
ぎ
た
い

女
性
団
体
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ー
ラ
ス

女
性
団
体
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ー
ラ
ス 
女
性
団
体
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ー
ラ
ス 

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

会
費
は
１
回
３
０
０
円
。
く

わ
し
く
は
、
コ
ー
ラ
ス
『
か
が

や
き
』
世
話
人
の
高
橋
さ
ん

（
�
６２
・
０
２
３
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
１２
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
�
か

ら
３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
。
期
限
間
際
に
な
る
と
会
場
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

い
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

正
し
く
計
算
し
て
納
税

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

3月6日� 
午前10時～午後4時 

  住宅借入金等特別控除 
居住用財産を譲渡した場合の3,000万円の特別控除 

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

　確定申告一般 
　（公的年金所得者のみ） 

2月20日� 
午前10時～午後4時 

2月13日� 
午前10時～午後4時 

2月21日� 
午前10時～午後4時 

2月7日� 
午前10時～午後4時 

納
税
相
談
（
申
告
受
付
） 

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

3月7日� 
午前10時～午後4時 

日　　　時 相　　談　　の　　種　　類 

◎宇治税務署による納税相談 

◎税理士による納税相談 

※納税相談の受付は午後3時で終了しますが、混雑状況により早まることもありますので、    お早目にお越しください。また、正午から午後1時までは休憩時間です。 

納税
相談 

日　　　時 場　　所 

市商工会館 
2月23日�と3月2日� 
午前10時～午後3時 

場　　所 

※申告説明会に来られる人は、開始時間までにお越しください。 

相　　談　　の　　種　　類 

市コミュニティ 
ホール 

　確定申告一般 
　（譲渡所得の申告は受付できません） 

　確定申告一般 
　（小規模事業者の申告相談） 

練習に励むコーラス『かがやき』のメンバーら（中央公民館）

「
健
康
管
理
部
会
や
環
境
部
会

な
ど
の
専
門
部
会
で
い
き
い
き

と
生
き
る
た
め
の
研
究
を
重
ね

て
い
る
け
れ
ど
、
コ
ー
ラ
ス
を

し
て
舞
台
に
立
ち
、
歌
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
た
こ

と
か
ら
、
子
育
て
部
会
の
活
動

に
組
み
入
れ
て
準
備
を
進
め
、

昨
年
夏
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。歌

は
、
他
の
音
楽
団
体
で
あ

ま
り
扱
わ
れ
て
な
い
童
謡
や
唱

歌
が
中
心
で
、「
来
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
に
来
て
歌
う
」
と

い
う
の
が
方
針
。
気
軽
に
参
加

で
き
る
こ
と
か
ら
、
会
員
・
会

員
外
か
ら
約
６０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
中
央

公
民
館
や
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

に
３０
代
か
ら
７０
代
ま
で
の
女
性

が
集
ま
り
、
や
さ
し
い
歌
声
が

響
い
て
い
ま
す
。

講
師
は
童
謡
・
唱
歌
を
歌
い

継
ぐ
会
の
木
村
和
子
さ
ん
（
大

住
関
屋
）。「
初
心
者
か
ら
経
験

者
ま
で
幅
広
く
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
み
ん
な
が
う
ま
く
融

春
よ
来
い
　
早
く
来

い
…
と
聞
こ
え
て
く
る
の

は
、
コ
ー
ラ
ス
『
か
が
や

き
』
の
歌
声
。
昨
年
夏
に

発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と

か
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
約
６０

人
集
ま
り
ま
し
た
。
１
月

２５
日
に
、
中
央
公
民
館
で

の
練
習
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
た
。

コ
ー
ラ
ス
『
か
が
や
き
』
は
、

「
子
や
孫
に
歌
い
継
い
で
い
こ

う
」
と
「
春
よ
来
い
」
や
「
う

ぐ
い
す
」、「
七
つ
の
子
」
な
ど

の
童
謡
や
唱
歌
の
合
唱
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
の
女
性
団
体
の
一
つ
、

京
田
辺
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

会
か
が
や
き
の
総
会
が
昨
年
４

月
に
開
か
れ
た
際
、
会
員
か
ら

合
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
難
し
い

曲
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
で
、
現
在
は
３

月
の
北
部
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
向

け
て
特
訓
中
。

コ
ー
ラ
ス
『
か
が
や
き
』
の

世
話
人
で
あ
る
高
橋
圭
子
さ
ん

（
三
山
木
野
神
）
は
、「
楽
し
い

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
を
長
続

き
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
し
、

お
呼
び
が
か
か
れ
ば
、
幼
稚
園

や
保
育
所
に
行
っ
て
、
披
露
も

し
た
い
。
男
性
や
ご
夫
婦
で
も

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
と
、
み
な
さ
ん

999999999

999999999

2月16日から3月15日まで

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

だ
れ
が
い
つ
入
退
室
し
た
か
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
記
録
し
、
管

理
し
ま
す
。

指
紋
の
照
合
は
、
読
み
と
り

装
置
に
ふ
れ
た
指
紋
の
端
点
・

分
岐
点
・
中
心
点
の
特
徴
を
判

別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
３
点
の
指
紋
の
特

徴
が
他
人
と
一
致
す
る
確
率
は

５０
万
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
管
理

す
る
財
政
課
と
電
算
処
理
を
行

う
各
課
の
担
当
職
員
７０
人
が
指

紋
の
特
徴
を
登
録
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
の
入
退
室
を
厳
重

に
管
理
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
財
政
課
（
�

６４
・
１
３
１
２
）
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市立図書館は「子どもの本の講座」を開きます。
子どもの科学本を日々の暮らしの中で活用してみ
ませんか。
子どもたちの科学的な目を育み、創造力を豊か

にすることで、今まで見過ごしていたものが、キ
ラキラ輝きだすかもしれません。
日時・内容＝下表のとおり
場所＝中央図書館
テーマ＝子育てに科学あそびを
講師＝科学とあそびの会代表の小野操子さん
定員＝先着３０人
申込期間＝２月６日�～３月９日�

講座日には無料の保育ルームを開設します。希望さ
れる人は事前に申し込んでください。
申込・問合せ先＝▼中央図書館（�６５・２５００）

▼北部住民センター図書室（�６３・７９５５）
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D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D



国
際
高
等
研
究
所
は
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
男
・
女：

性
の
在
り
方
の
未

来
像
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２４
日
�
午
後
１
時
〜
５

時
場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所
（
木
津
町
）

内
容
＝
◎
基
調

講
演
「
性
同
一
性
障

害
か
ら
み
た
性
の
在

り
方
」
…
埼
玉
医
科

大
学
副
学
長
の
山
内

俊
雄
さ
ん
▼
「
セ
ッ

ク
ス
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
」
…
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
上

野
千
鶴
子
さ
ん
◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
男
・
女：

性
の
在
り
方
の
未

来
像
」
▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
京
都

大
学
名
誉
教
授
の
星
野
一
正
さ
ん
▼
パ

ネ
リ
ス
ト
＝
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
の

新
井
康
允
さ
ん
・
神
戸
学
院
大
学
法
学

部
教
授
の
石
原
明
さ
ん
・
東
京
大
学
大

学
院
教
授
の
上
野
千
鶴
子
さ
ん
・
神
戸

学
院
大
学
法
学
部
教
授
の
大
島
俊
之
さ

ん
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
助

教
授
の
東
優
子
さ
ん
・
京
都
大
学
名
誉

教
授
、
滋
賀
県
立
大
学
学
長
の
日
高
敏

隆
さ
ん
・
埼
玉
医
科
大
学
副
学
長
の
山

内
俊
雄
さ
ん

定
員
＝
先
着
１
２
０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
参
加
希
望
人
数
を
記
入
し
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
日
・
月

曜
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）
入
場
整
理

券
は
送
付
し
ま
せ

ん
。
定
員
超
過
後
は

お
断
り
の
連
絡
を
し

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

先
＝
国
際
高
等
研
究

所
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
係
（
〒
６

１
９
・
０
２
２
５
木
津
町
木
津
川
台

９
・
３
、
�
７３
・
４
０
０
１
、
�
７３
・

４
０
０
５
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

lecture@
iias.or.jp

）

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
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日時 内容 

子育ても 
科学も遊び
も柔軟に 
（講義） 

3月13日‚ 
午 前 1 0 時
30分～正午 

3月27日‚ 
午 前 1 0 時
30分～正午 

第
1
回 

第
2
回 

■「子どもの本の講座」の日程 

親子で 
つくろう 
（実技） 
※親子で参加でき
ます 

交通安全コーナー 

あなたの止めた1台が 
　　とても迷惑になっています 

田 辺 警 察 署  
� 6 3・01 1 0

迷惑駐車追放！ 迷惑駐車追放！ 

路上駐車　あなたも事故の　共犯者 

子
ど
も
の
本
の
活
用
を

笑って聞くオペラ
市立図書館は「音楽講座」を開き

ます。オペラの歴史・用語・作曲家
や日本・海外のオペラ事情、チケッ
ト購入のコツまで分かりやすく説明。
難しいイメージのあるオペラが身近
で楽しいものになるよう解説します。
日時・内容＝左表のとおり
場所＝中央図書館
テーマ＝笑って聞くオペラ
講師＝声楽家の羽生

は に う

孝子さん
定員＝先着５０人
しめきり＝３月８日�
講座日には無料の保育ルームを開

設します。希望される人は事前に申
し込んでください。
申込・問合せ先＝▼中央図書館

（�６５・２５００）▼北部住民セン
ター図書室（�６３・７９５５）

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央中　央 
体育館体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

中　央 
体育館 

市
は
平
成
１３
年
市
成
人
式
・
成
人
の
つ
ど

い
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
は
た
ち
の
言
葉
の
一

筆
啓
上
入
賞
作
品
な
ど
の
展
示
を
し
ま
す
。

写
真
は
写
っ
て
い
る
人
の
み
先
着
順
で
差

し
上
げ
ま
す
。
写
真
を
ご
覧
の
上
、
市
社
会

教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
成
人
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
﹇
は

た
ち
の
言
葉
一
筆
啓
上
﹈
入
賞
作
品
や
新
成

人
に
よ
る
『
２１
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
も

掲
示
し
ま
す
の
で
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
１５
日
�
〜
２８
日
�
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
。
た
だ
し
２８
日
�
は
午
後

４
時
ま
で
で
す
。（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
）場

所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
市
社
会
教
育
課
（
�
６４
・
１

３
９
３
）

はたちの思い出 はたちの思い出 
写真や一筆啓上入賞作品など展示

市
社
会
体
育
協
会
と
市
テ
ニ
ス

協
会
は
第
２
回
市
オ
ー
プ
ン
テ
ニ

ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
▼
３
月
１８
日
�
午
前
９

時
３０
分
か
ら
▼
３
月
２０
日
（
春
分

の
日
）
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
田
辺
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
参
加
資
格
＝
高
校
生
以
上

種
目
＝
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
女

子
ダ
ブ
ル
ス
の
各
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
参
加
費
＝
▼
平
成
１２
年
度
市
テ

ニ
ス
協
会
個
人
登
録
者
…
１
人
１

０
０
０
円
▼
登
録
し
て
い
な
い
参

加
者
…
１
人
１
３
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館

に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
同
館
内
の

市
社
会
体
育
協
会
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山

１９
）
へ
、
参
加
費
を
添
え
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
３
日
�
午
後

５
時問

合
せ
先
＝
市
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

家
族
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
１０
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
個
人

ま
た
は
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

参
加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人

１
人
１
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体
育

館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

日
時
＝
２
月
２
･
９
日
�
午

後
５
時
〜
８
時
、
３
･
１７
日
�

午
前
９
時
〜
正
午
、
５
･
２６
日

�
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
＝
各
自
の
体
力
を
総
合

的
に
測
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

っ
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
ま
す

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
２
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
前
日

ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育
館
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利

用
す
る
前
に
講
習
会
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
６
日
�
午
後
３

時
〜
５
時
と
午
後
７
時
〜
９
時

の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
受
講
希
望
日
時
・
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

(

勤
務
先
、
学
校
名
な
ど)

を
、

返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
田
辺
中
央
体
育
館
に
送

付
。
ま
た
は
住
所
・
氏
名
を
書

い
た
は
が
き
を
同
体
育
館
に
直

接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
＝
２
月
１０
日
�
〜

２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

市
民
総
体
綱
引
の
部

参
加
者
を
募
集

市
社
会
体
育
協
会
と
市
教
育

委
員
会
は
第
１５
回
市
民
総
体
・

綱
引
の
部
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
＝
３
月
１１
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
高
校
生
以
上

の
人種

目
＝
▼
男
子
の
部
▼
女
子

の
部
▼
男
女
混
合
の
部
（
い
ず

れ
も
１
チ
ー
ム
１２
人
以
内
）

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
同

館
内
の
市
社
会
体
育
協
会
（
〒

６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市

田
辺
丸
山
１９
）
へ
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
８
日
�
午

後
５
時

問
合
せ
先
＝
市
社
会
体
育
協

会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館

内
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

市オー
プンテニス大会市オー
プンテニス大会

第2回 

春の風をうけながら

日時 内容 
オペラは高尚で
とっつきにくいん
です。という方へ 
オペラの歴史と
作品、おまけに
ちょっと作り方 

3月9日» 
午後1時30分
～3時 
3月16日» 
午後1時30分
～3時 
3月23日» 
午後1時30分
～3時 
3月29日” 
午後1時30分
～3時30分 

第
1
回 

第
2
回 

第
3
回 
第
4
回 

■「音楽講座（笑って聞くオペラ）」の日程 

オペラへの招待 
「チケットを買っ
てオペラに行こう」 

オペラ「椿姫」 
ビデオ鑑賞 
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なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

 

 
市民無料
法律相談 

府民無料
法律相談 

成人健康
相談 

乳幼児
相談 

リハビリ
電話相談 

健康相談 

老人健康
相談 

家庭児童
相談室 

育児相談 

消費生活
相談消費

教育相談 

ふれあい
相談室 

土曜日 
なんでも相談 
心配ごと
相談 

心配ごと・介護
出張相談 

ボランティア
相談 

福祉権利
擁護相談 

税務相談 

弁護士による
無料法律相談 

人権擁護委員・行政
相談委員による相談 

市広報広聴課 
�62-4343 

府田辺地方振興局 
�62-0173 

市健康推進課 
�64-1334 
�64-1335 

田辺児童館 
�63-1081
普賢寺児童館 
�65-0153

市産業振興課 
�64-1360 
市学校教育課 
�63-4488 

市社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962 

2月14日�　市役所会議室 
　28日�　北部住民センター 
　13：30～16：00

3月7日�　13：30～16：30 
市役所会議室 

弁護士による相談、2月
16日から電話予約受付 
（土・日曜日を除く） 
弁護士による相談、2
月16日に電話予約受付 

2月19日�　13：30～16：30 
府田辺地方振興局 
毎週月曜日　9：00～11：00 
保健センター 

成人を対象 
電話予約受付 

2月1日�　9：00～11：00 
保健センター 

身体計測、育児・発達
相談、栄養指導など 

2月13日�　9：00～11：00 
保健センター（�63-2662） 

家でできる訓練の方法や内
容について（来所も可） 

2月21日�　14：00～15：00 
北部住民センター 

市民（乳幼児を除
く）を対象 

2月15日�　13：30～15：00 
草内公民館 

60歳以上の人を
対象 

毎週月～金曜日　9：00～16：00 
田辺児童館 子どものことにつ

いて気にかかるこ
となど 毎週月曜日　普賢寺児童館 

9：00～12：00、13：00～16：30
介護保険に関すること
申込必要なし 

毎週水曜日　13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

くらしの中で購入する物や
サービスについての相談 

毎週火・木曜日　9：00～13：00 
中央公民館 

登校しぶりや不登校の問題、
学習の遅れなど、予約要 

毎週月～金曜日　9：00～16：00 
社会福祉センター 

一人で悩まずどんなことでも
相談を、電話・来所・FAX可 

2月17日�　10：00～12：00
社会福祉センター 

日常生活全般についてどんな
ことでもお気軽に、予約制 

2月5日�・15日�・26日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

2月20日�　13：30～16：00　 
水取コミュニティーセンター 
2月7日・21日・3月7日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

ボランティア活動したい、 
ボランティアに来てほしい 

2月9日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

高齢者・障害者など対象に福祉
サービスの契約など生活支援 

2月15日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

相続税、贈与税などの税金に関
する問題全般、予約制 

2月26日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般、
予約制 

 年金相談 

相談名 日時と場所 相談内容 問合せ先 

  2月15日�　14：00～16：00 
社会福祉センター 

 
京都南社会保険事務所
による年金相談 

京都南社会 
保険事務所 
�075-643-3541

2月2日・16日�　13：30～16：00 
市役所２階介護保険室 

介護保険
相談 

市介護保険室 
�64-1337

司法書士
法律相談 

2月15日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相談など 
予約制 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

中 央 図 書 館  中 央 図 書 館  

移動図書館巡回表 
曜日 地区名 

草 内  

新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

東 
出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  
高 木  

南山東 

飯 岡  

巡回時間 
2：20～3：00

3：10～3：50

4：00～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：30～3：00

3：20～4：00

4：20～5：00

2：10～2：40
2：50～3：20
3：30～4：00
4：10～4：50
2：30～3：10

3：20～4：00

4：10～4：50

巡回日 駐車場所 
草内小学校北隣 
新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m
健康村公民館 
サンロイヤルアカデミア 
三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

6 
20
 
13 
27
 
7 
21
 
14 
28
 

1 
15
 

8 
22 
 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

★中央図書館・北部住民センター図書室で借りられた本
も移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は共通です。 
★その場で貸出券をおつくりしますのでお気軽にご利用
ください。 

２月の映画会
今月はシェークスピアの特集です。
▼3日…から騒ぎ▼10日…ロミオ&ジュリ

エット▼24日…恋におちたシェークスピア
いずれも土曜日の午前10時30分からです。
場所＝中央図書館

2月のギャラリー
▼「京都府立田辺高等学校美術・工芸・書

三種混合 
2月21日� 生後６～１８か月の乳幼児 

12年9月生まれおよび申込者 

2月6日にツ反を受けた人 

予防接種の日程 
受付時間＝13：30～14：30
場所＝保健センター　　　
問合せ先＝市健康推進課（�64-1334）

 
 
毎週日曜日と祝日 
受付時間 
　　8：30～14：30

愛の献血 
2月23日� 
　　10：30～12：00 
　　13：30～15：30 
明治乳業㈱京都工場 

休日応急診療所開設 

種　別 日にち 対　　　　象 

2月6日� 
3月5日� 

2月8日� 
3月7日� 

ツベルク
リン反応 

判定・ 
ＢＣＧ 

12年10月生まれおよび申込者 

3月５日にツ反を受けた人 

2月5日� 

道展」：府立田辺高等学校＝6日�～10日�
▼「水彩スケッチ展」：水彩スケッチ会＝
13日�～18日�▼「第1回パレット油絵
展」：パレット＝20日�～22日�、24日�
～25日�▼「中央公民館『書道教室』終了
作品展：中央公民館＝27日�～3月4日�
場所＝中央図書館

2月のおはなし会
3日・10日・17日・24日�は午後3時から、

14日・21日・28日�は午後3時30分から、中
央図書館おはなしのへやで、おはなし会を
行います。
場所＝中央図書館

児童書の展示
市立図書館は「まほう」をテーマに児童

書を展示します。
【北部住民センター図書室】
期間＝2月3日�～18日�
【中央図書館】
期間＝2月24日�～3月11日�
ただし、いずれの会場も図書館の休館日

（毎週月曜日と祝日）を除きます。
問合せ先＝▼中央図書館（�65-2500）▼

北部住民センター図書室（�63-7955）

「包んで結んでふろしきに夢中」
森田知都子／著
日本ヴォーグ社

日本の伝統文化である「ふろしき」は、
ものを包むだけの布ではありません。結び
方の工夫ひとつで、すてきなかばんや小物
入れに早変わりするのです。
さまざまな作品とともに素材やお手入れ

の仕方、世界の「ふろしき」などのコラム
も掲載した本です。
地球環境にもやさしい「ふろしき」をあ

なたも見直してみませんか？

とうちくおはなし会
▼3日�午後3時～3時30分…ゆきんこ▼10日�

午後3時～3時30分…こねこのチョコレート▼17
日�午後3時～3時30分…十二のつきのおくりも
の▼24日�午後3時～3時30分…かなしいしらべ
▼28日�午後3時30分～4時…はなをくんくん▼3
月3日�午後3時～3時30分…ひなまつりのおはな
し
場所＝北部住民センター図書室

けいはんな記念公園の臨時休園
精華町にあるけいはんな記念公園は3月7日�

から8日�まで園内の設備点検のため臨時休園し
ます。
問合せ先＝けいはんな記念公園（�93-1200）

新 し い 本 の 紹 介 新 し い 本 の 紹 介 

北部住民センター 北部住民センター 
 2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

国民健康保険税‥‥第９期 

●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税等〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

市税務課（�64-1318） 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 
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家
庭
菜
園
を
始
め
ま
せ
ん
か

家
庭
菜
園
を
始
め
ま
せ
ん
か 
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
せ
ん
か 

農 園 の 入 園 資 格 や 料 金 な ど  

 

入園資格 

利用期間 

料金（年間） 

1区画の面積 

岡村いきいき農園 宮ノ口市民農園 
耕 作 が で き る  
市内に在住する人 耕作ができる人 

2 年 間  

6000円 
25平方メートル 20平方メートル 

6000円 
7000円 

市内に在住する人 
市外に在住する人 

京
田
辺
駅

京
田
辺
駅 

京
田
辺
駅 新田辺駅 

近
鉄
京
都
線 

至 
山城大橋 

国道307号 

府道生駒井手線 

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線 

府
道
八
幡
木
津
線 

至城陽 至八幡 

至
枚
方 

市役所市役所 市役所 

京奈
和自
動車
道

至八幡 

岡村いきいき農園 

宮ノ口浄水場 

宮ノ口 
市民農園 

岡　村 
いきいき農園 大住駅 大住駅 

市
は
「
岡
村
い
き
い
き
農
園
」

と
「
宮
ノ
口
市
民
農
園
」
の
入

園
者
を
募
集
し
ま
す
。

京田辺市から 
           つながる高速道路 

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、

本
市
周
辺
の
高
速
道
路
の
現
況

と
課
題
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
最
終
回
と
な

る
今
月
は
「
第
二
名
神
高
速
道

路
の
事
業
の
進
み
具
合
と
新
技

術
に
つ
い
て
」
で
す
。

第
二
名
神
は
平
成
元
年
の
国

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
審
議
会

で
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
府
下
で
は
、
同
３
年
に
宇

治
田
原
町
か
ら
城
陽
市
ま
で
の

約
１３
�
と
、
同
７
年
に
同
市
か

ら
京
田
辺
市
を
経
て
八
幡
市
ま

で
の
約
５
�
が
、
そ
れ
ぞ
れ
都

市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
滋
賀
県
側
か
ら
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
府
内
で

は
測
量
・
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
そ
の
結
果
を
基

に
計
画
図
を
作
成
。
高
速
道
路

と
交
差
ま
た
は
近
接
す
る
道
路

や
河
川
・
周
辺
地
域
で
計
画
さ

れ
て
い
る
公
共
事
業
な
ど
と
の

調
整
を
行
っ
た
後
、
く
わ
し
い

計
画
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。

同
計
画
を
基
に
、
道
路
予
定

地
と
民
地
の
境
界
に
沿
っ
て
杭

（
幅
杭
）
を
設
置
。
地
権
者
と

の
立
ち
会
い
を
行
い
、
用
地
の

買
収
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後

工
事
を
終
え
、
開
通
と
な
り
ま

す
。工

法
や
材
料
を
工
夫

事
業
コ
ス
ト
を
縮
減

今
や
私
た
ち
の
生
活
に
す
っ

か
り
溶
け
込
ん
だ
高
速
道
路
で

す
が
、
第
二
名
神
は
２１
世
紀
の

国
土
幹
線
軸
を
支
え
る
路
線

で
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
新
し

い
技
術
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
工
事
方

法
は
最
新
の
機
械
を
使
っ
た

り
、
特
殊
な
工
法
お
よ
び
材
料

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
事
業
費

の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
れ
ま
す
。

ま
た
、
道
路
交
通
を
情
報
技

術
（
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
高
度
化

し
、
事
故
や
渋
滞
・
環
境
に
与

え
る
影
響
な
ど
を
減
ら
す
高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）

第二名神
事業の進み具合と新技術

最 終 回

２１
世
紀
の
高
速
道
路

と
い
わ
れ
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム

も
取
り
入
れ
ら
れ
る
予
定
で

す
。
具
体
的
に
は
、
道
路
交
通

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）
や
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）

な
ど
で
す
。

Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
、
渋
滞
や
交
通

規
制
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
路

交
通
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

電
波
を
使
っ
て
送
信
。
カ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
車
載
機

に
文
字
・
図
形
で
表
示
す
る
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
。

ま
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
は
、
車
両
に
取

り
付
け
た
無
線
装
置
と
料
金
所

に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
と
の
間

で
通
信
を
行
う
こ
と
で
、
料
金

所
で
停
止
す
る
こ
と
な
く
自
動

的
に
料
金
の
支
払
い
が
行
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
料
金
所
通

過
時
の
利
便
性
や
処
理
能
力
が

向
上
し
、
渋
滞
緩
和
に
大
き
な

効
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
技
術
に
加
え
、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

ＥＴＣとは有料道路の料金所に設置した路上無線装置と車載器との間で無線通信
を行い料金を支払うシステムのこと。停車することなく通行できます

大学生活の集大成をオペラで 大学生活の集大成をオペラで 

大
学
創
立
１
２
５
年
を

記
念
し
て
Ｏ
Ｇ
も
公
演

同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学

科
で
は
同
大
学
の
創
立
１
２

５
周
年
を
記
念
し
て
、
卒
業

生
ら
に
よ
る
「
フ
ィ
ガ
ロ
の

京
田
辺
駅

京
田
辺
駅 

京
田
辺
駅 

新田辺駅 

同志社 
大学 

至 
山城大橋 

国道307号 

府道生駒井手線 府道生駒井手線 

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線 

府
道
八
幡
木
津
線 

至井手 

至
枚
方 

市役所市役所 市役所 

JR
学
研
都
市
線 宮ノ口浄水場宮ノ口浄水場 宮ノ口浄水場 

宮ノ口 
市民農園 
宮ノ口宮ノ口 
市民農園市民農園 
宮ノ口 
市民農園 

宮ノ口市民農園 

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道 

京
奈
和
自
動
車
道 

近鉄宮津駅 

両
農
園
は
新
旧
市
民
の
交
流

の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
農
地

の
有
効
利
用
と
農
村
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

設
。
農
機
具
収
納
庫
や
休
憩

所
・
貸
出
用
農
機
具
・
簡
易
便

所
・
給
水
施
設
な
ど
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
家
庭
菜
園
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

入
園
資
格
や
料
金
な
ど
＝
下

表
の
と
お
り

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
の

表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
市

産
業
振
興
課
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

た
だ
し
、
申
込
者
が
多
数
の

時
は
公
開
抽
選
を
行
い
、
入
園

者
を
決
定
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１６
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
産
業

振
興
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９

３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・

１
３
６
０
）

が
さ
れ
て
お
り
、
２１
世
紀
の
高

速
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
道
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
６
回
に
わ
た
り

紹
介
し
て
き
ま
し
た
本
市
周
辺

で
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
高
速
道

路
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
に

よ
っ
て
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
し
、
本
市
か
ら

の
交
通
は
益
々
便
利
に
な
り
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
結
び
つ

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
建
設
に
よ
っ

て
発
生
す
る
影
響
に
も
目
を
向

け
、
新
し
い
構
造
の
防
音
壁
や

景
観
に
配
慮
し
た
構
造
設
計
な

ど
を
事
業
者
で
あ
る
道
路
公
団

と
協
議
し
な
が
ら
、
本
市
も
便

利
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

お
わ
り

市
は
、
本
市
に
お
け
る
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
課
題
に
つ

個
人
情
報
の
保
護
制
度
の
あ
り
方

懇話会を設置

年
内
の
提
言
を
目
指
す

い
て
広
く
意
見
を
交
換
し
、
開

か
れ
た
市
政
を
一
層
進
め
る
た

昨
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
（
同
志

社
女
子
大
学
）

24日に同女大で上演フィガロの結婚

同
志
社
女
子
大
学
の
音
楽
学
科
オ
ペ
ラ
ク
ラ
ス
は
、
卒
業
公
演

と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
を

上
演
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２４
日
…
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記
念
講
堂

入
場
料
＝
無
料

内
容
＝
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
伯
爵
に
仕
え
る
フ
ィ
ガ
ロ
と
ス
ザ

ン
ナ
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
起
こ
り
、
そ
れ
を

二
人
の
機
転
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
喜
劇
オ
ペ
ラ
。
日
本
語
版

で
全
４
幕
。上
演
時
間
は
約
３
時
間
３０
分
の
本
格
的
な
も
の
で
す
。

出
演
は
４
回
生
と
関
西
音
楽
界
の
第
一
戦
で
活
躍
す
る
プ
ロ
で

す
。合

唱
は
３
回
生
ら
が
担
当
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
同
大
学
の
管
弦

楽
団
有
志
が
受
け
持
ち
、
舞
台
照
明
や
音
響
・
大
道
具
な
ど
の
運

営
も
約
９０
人
の
学
生
が
担
い
ま
す
。

こ
の
オ
ペ
ラ
は
同
大
学
音
楽
学
科
で
の
４
年
間
の
集
大
成
と
し

て
昭
和
６３
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
で
１４
回
目
。

日
ご
ろ
、
音
楽
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
人
に
も
身
近
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科
事
務
室
（
@
６５
・
８

５
０
１
）

ＪＲ大住駅の北側にある大住いきいき農園

農
園
の
入
園
者
を
募
集
し
ま
す

岡
　
村

宮
ノ
口

従来の料金所 

め
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
望

ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言

を
得
る
た
め
、
市
個
人
情
報
保

護
懇
話
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

懇
話
会
は
７
人

の
委
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

１
月
１９
日
に
市

役
所
で
第
１
回
目
の

会
議
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
同
志
社
大
学

教
授
の
真
山
達
志
さ

ん
、
副
会
長
に
は
弁

護
士
の
青
木
一
雄
さ

ん
が
選
ば
れ
た
ほ

か
、
年
内
中
に
市
長

に
対
し
て
提
言
を
行

う
こ
と
や
同
懇
話
会

の
会
議
を
市
民
に
公

開
す
る
こ
と
な
ど
を

申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。

１
月
１９
日
に
行
わ
れ
た
市
個
人
情
報
保

護
懇
話
会
（
市
役
所
）

結
婚
」
を
公
演
し
ま
す
。

関
西
の
音
楽
界
で
活
躍
し

て
い
る
同
大
学
卒
業
生
ら
が

出
演
。
在
学
生
の
公
演
と
ひ

と
味
違
っ
た
オ
ペ
ラ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
２５
日
�
午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記

念
講
堂

入
場
料
＝
１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
＝
▼

同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
会

（
�
６５
・
８
５
１
２
）
▼
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
（
�
０６
・
６
３
６

３
・
９
９
９
９
）

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子

大
学
音
楽
学
科
事
務
室
（
�

６５
・
８
５
０
１
）

車輌探知機

路上無線装置

発信制御器車輌監視カメラ

ノンストップ自動料金収受システム（ＥＴＣ） 


